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『グ リム童 話 集 』 初稿 、 初 版 、 第7版 にお け る

「ヘ ンゼ ル とグ レー テ ル」 の変 化 につ い て

大 島 浩 英

要 旨

JacobGrimmとWilhelmGrimmの グ リム兄 弟 に よ って 編 纂 され たKinder-and

Hausmaychen(『 子 供 と家庭 の昔話 』)の 中 のHanselandGretel(「 ヘ ンゼル とグ レー テ

ル」KHM15)を 題 材 に取 り上げ、 このメ ルビェ ンを初稿(1810)、 初 版(1812)、 第7

版(1857、 決 定稿)と でそれ ぞれ比較 し、 その違 い を検討 した。(初 稿(1810)で の タ

イ トルはDasBriiderchenvnddasSchwesterchen)

まず 初稿 で は物 語の進行 が簡潔 な平叙 文(叙 述 文)で 表現 され るこ とが多 いのに対 し、

初版、 第7版 では これ を登場 人物 の会話形式 で説 明す る箇所 が増加、 さらに登場 人物 の

動 きや場 面の描写 が よ り詳 し く、具体 的 な表現へ と変化 してお り、特 に第7版 では新 た

な挿話 も付 け加 え られて いる。各版 におけ るこ ういった変化 を具体例 に即 して考察 した。

キ ーワー ド グ リム童話、 メル ビェ ン、昔話、 ドイ ツ文献学

は じめに

世界中に多 くの読者をもつグリム童話集は、KinderandHausmarchen(『 子供 と家庭

の昔話』)と いうタイ トルでグリム兄弟(JacobGrimm,WilhelmGrimm)に よって編纂

されたものだが、その初版が1812年 に出版されて以来何度 も版を重ね、1857年 に発行さ

れた第7版 が最終の決定稿 とされている。その間、収録話数も初版の156話 か ら第7版

の200話 まで増加 してい くが、各話の表現や内容 に関しても大幅な改定が加 えられてい

る話が少 なくない。もともとメルビェンは大人向けに語 られた昔話であった と言われる

が、グリム兄弟が生きた時代 には中産階級における家庭の子供の立場が見直されるよう
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に な り、 そ れ に 対 応 し て 子 供 を 意 識 し た 読 み 物 へ と グ リ ム 童 話 集 も 書 き換 え ら れ て い っ

た 。

本 原 稿 で は 、 グ リ ム の メ ル ビ ェ ン か らHanselandGrete1(「 ヘ ン ゼ ル と グ レ ー テ ル 」

KHM15)を 取 り上 げ 、 こ れ を 初 版 以 前 の 手 書 き 原 稿 、 初 版 、 そ し て 決 定 稿 と な っ た 第

7版 と で 比 較 し、 そ の 主 だ っ た 相 違 点 を 考 察 す る こ と に よ っ て グ リ ム の メ ル ビ ェ ン研 究

の 一 資 料 と し た い 。

な お 、 引 用 文 、 語 形 は す べ て 原 文 表 記 の ま ま で あ る た め 、 語 の 綴 り が 現 代 語 と は 異 な

る 場 合 が あ る 。 ま た 、._、(=_)、[_]は 筆 者 。

使 用 テ ク ス ト:BruderGrimm:Kinder-andHausmarchen.Band1,

hrsg.vonHeinzRolleke,Stuttgart1980.(KHM15.HanselandGretel)

(SiebenteAuflage.1857)

BruderGrimm:Kinder-andHausmarchen.

Erstdruckfassung1812-1815,hrsg.vonPeterDettmering,

Stuttgart1980.(15.HanselandGretel)

BruderGrimm:Kinder-andHausmarchen.Diehandschriftliche

Urfassungvon1810,hrsg.vonHeinzRolleke,Stuttgart2007.

(--.DasBruderchenvnddasSchwesterchen)

1

森 のそ ば に住 む きこ り夫 婦 の窮乏状 態 を語 る物 語 の書 き出 しの部分 で、初稿 で はEs

wareinmal...(昔 ～)と い う昔 話 によ く見 られ る表現 か ら物語 が始 まるが、初版、 第7

版 では この表現 は用 い られ てお らず、einmalと い う漠 然 とした時 間の規 定語 で はな く

Voreinemgrol3enWalde(大 き な森 の手前 に)と い う場所 を表す語句 か ら初版、 第7版

は書 き出 され、 よ り具体性 の強い描写が な され ている。次 に木 こ り夫婦 の窮乏状態 を表

現 す るため に、初稿 で はjammerlich(み じめ)、(妻 と2人 の子供 を)ernahrenす る(養

う)こ とがほ とん どで きない、 とい う抽象 的 な表現 が なされてお り、基本 的食糧 として

のBrot(パ ン)だ けが 具体 的表 現 と してauchkeinBrod(パ ン もない)と い う形 で記述

され ている。 これに対 して初版 ではjammerlich、ernahrenと い った表現 は見 られず 、 こ

の部分 は明確 にnichtszubeif3enandzubrechenhaben(食 べ る ものが何 もない)と い う

慣 用句 と、dastaglicheBrod(日 々 のパ ン)と い う表現 に書 き換 え られ、 さらに初稿 で

のBruderchen(兄)、Schwesterchen(妹)に 対 して それ ぞ れHansel(ヘ ンゼ ル)、

ユラ

Grete1(グ レーテル)と いう一般的な実名が与えられることにより、物語に具体性が増

している。また、 この初版での書き換えは第7版 でも同様に行われており、以後、初稿
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

で のBruderchen、Schwesterchenは 初 版、 第7版 ではすべ てHanselとGrete1と い う実名

で登場 す る。 また、初版 での各変更 点に加 えて、 さらに第7版 で はこの家族 の窮 乏状態

を表 現す る もの と してgrol3eTeuerung(ひ ど い飢饅)と い う具体 的原 因 も追加 され て

い る。

さて こうい った状 況で の夫 の心理状 態は初稿 ではingrof3erAngst(大 き な不安 にお び

えて)と のみ表 現 されて い るが 、初版 で は このAngst(不 安)を_wul3tesichnichtzu

helfeninseinerNoth(困 窮 か ら助 か るすべ を知 らなか った)、_abendsvorSorgesich

imBettherumwalzte(夜1こ 心 配の あ ま りベ ッ ドで寝返 りを打 った)と 表現 し、 第7版 で

も同様 にsichvorSorgenherumwalzteと い う視覚 的な動作 の描 写へ と書 き改 め られて い
　ラ

る。

ヘ ンゼル とグ レーテ ルを森へ 連 れ出 し、パ ンを与 え、焚 き火 をたいてそ こに置 き去 り

にす る とい う提 案 の会 話 はす べ て初 稿 、初 版 で は共 に妻 か ら夫 へ のduに 対 す る命 令

文...:nimmdiebeidenKinder...fuhrsieinden【gro脱n】Wald,...(あ の 子供 たち を[大

きな]森 の中へ連 れ 出 しな)で 表現 され てい るが、 第7版 で は これがwirwollen...die

KinderhinausindenWaldfiihren(子 供 た ちを森 の中へ連 れ出そ う)と い う勧誘 の表現

へ と変化 してい る。 また子供 た ち を置 き去 りにす る場所 につ いて初版 、第7版 で は_,

woeramdickstenist(森 の 一番深 い ところ)と い う具体 的な説明が追加 され ている。

初稿 で は子 供 たち を森 に置 き去 りにす る ことについ て、DerMannwolltelangnicht,

aberdieFraulie13ihmkeineRuhe,biserendlicheinwilligte.(夫 は なかなかそ うす る気 に

はなれなか ったが、妻 は夫 が承 服す る まで責 め立 てた)と 簡 潔 に表現 してい るの に対 し、
ヨう

初版、 第7版 では子捨 てに気 の進 まない夫 と、逆 に積極 的に夫 を説 き伏 せ よ うとす る妻

の そ れぞ れの態 度 が、 次 の よ うな夫婦 間での 具体 的 な会 話 のや り取 りで表現 され る。

derMann:_,diewildenTierewurdenbaldkommenandsiezerreil3en.(獣 ど もがす ぐに

や って来て子供 たち を引 き裂 いて しま うだ ろう)、dieFrau:_mussenwiralle_Hungers

sterben(皆 飢 え死 にす る しか ない よ)。 さ らに第7版 では妻がdieBretterfurdieSarge

hobelen(棺 桶 の板 で も削 るがい い よ)と 夫 を罵倒 す る辛辣 な表 現が 追加 され てい る。

これ に対 して初版 で はmeineeigenenliebenKinder(私 の 愛 しい子供た ち)、 第7版 で は

AberdiearmenKinderdauernmichdoch.(で も子供 たちが かわい そ うだ)と い った、

子供 たち に好意 的な夫の発言 も見 られる。

II

の
さて、両 親の話 を兄妹 が聞 いて しま う場 面 で、初稿 に はないが初 版で は_nochwach

vonHunger、 第7版 で はvorHungerauchnichteinschlafenkonnenと 、 子供 たちが空腹
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で 眠 れ なかった ため両親の会話 を聞い て しまう とい う窮状 を示 す理 由説 明が付加 されて

お り、 また初稿のwasdieMuttergesagthatte(母 親 が言 った こと)と い う表現 に対 して

初 版 ではwasdieMutterzumVatergesagthatte、 第7版 で はwasdieStiefmutterzum

Vatergesagthatteと い うよ うに 「父親 に」 とい う妻の発話 の対象 が はっ き り述べ られて

い る。 さらに第7版 では初稿 、初版 でのdieMutterがStiefmutter(継 母)に 書 き換 え ら

れてお り、 これ は残酷 さを軽減 す るす るため に継母 に書 き換 え られ た もの と思 われるが、

しか しStiefmutterと い う語 は この一・箇所 に しか見 られ ない。

森へ捨 て られ るこ とを知 って、初稿 では妹が...fingangarBehrzuweinen(激 し く泣

き出 した)、 初版 で はグ レーテルが...fingerbarmlichanzuweinen(あ わ れ に泣 き出 した)、

そ して第7版 ではGretelweintebittereTranen(グ レー テルは悲痛 な涙 を流 した)と そ

れぞ れに異 なった泣 き方の描写 が なされ、初版 で はさ らにそ の後Greteldachte,nunist

esumdichgeschehen(自 分 は も うお しまいだ、 とグ レーテ ルは思 った)、 第7版 で も

同様 に。Nunist'sumunsgeschehen"(「 わ た した ちは もうお しまいね」)と い う諦観 した

発 言が追加 され る。 これ に対 して、 「静か にお し(泣 くのはお よ し)」 と兄が妹 を慰 め る

箇 所 につ いて初稿 ではDasBruderchensagteihm(ニSchwesterchen)essollestillseyn

andtrostetees.と 間接 話法 で表現 され てい るが、 これが初版 で は,,seystill,Gretel,und

gramdichnicht,ichwillunshelfen."(静 か に、 グ レーテ ル、悲 しまないで、 ぼ くが何 と

かす るよ)と な り、 第7版 で もほぼ 同様 の内容 で直接 話法 に よる表現へ と書 き換 え られ

てい る。

さてヘ ンゼルが家 の外へ 出 て小 石 を拾 い ポケ ッ トいっ ぱい に詰 め込 む場 面 におい て、

初 版、 第7版 で は_zogseinRockleinan(上 着 を着 て)、_machtedieUnterthiireauf

(く ぐ り戸 を開け)と い うよ うに具体 的 な動作 の描 写が 追加挿入 され、 さ らに外 で輝 い

てい る月 に関 して も初版、 第7版 と もにhel1(明 る く)と い う副詞 が、 またdieweil3en

Kieselsteine(白 い小 石)が 輝 く様子 に対 して もwielauterBatzen(銀 貨 の よ うに)と

い った比喩 表現が加 え られ、視 覚的印象 を強調す る表現が追加 挿入 されてい る。小石 を

拾 って戻 って きたヘ ンゼ ルは初稿 で はその まま寝床 に就 くが 、初 版、 第7版 で は安心 し

て 眠 る よ うに と グ レー テル に慰 め の言 葉 をか け る。 その 際 第7版 に お いて は さ らに

,,Gottwirdunsnichtverlassen"(神 様 はぼ くた ちをお見捨て には な らないだ ろう)と い

う発言が加 わ り、神へ の祈 りとい うキ リス ト教的色彩 が第7版 で は追加 表現 され ている。

翌朝子供 た ちを起 こして森へ 連れ て行 く際 に、子 供達 にはそれぞ れパ ンが与 え られ る

が、 これについ て初版 で は_aberhaltetszuRatheandhebtseuchfurdenMittagauf.(そ

れ を節約 してお昼 に取 って お きな さい)、 第7版 で は_abere13t'snichtvorherauf(お 昼

前 にそ れ を食 べ て はい け ませ ん よ)と い う文 言 が加 わ り、 さ らに第7版 で は_weiter

kriegtihrnichts.(後 は 何 もも らえ ないん だ よ)、 また_undHolzholen(薪 を取 りに)
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

とい う森 へ行 くための もっ ともら しい理由が追加 され、 自然 な会話文へ とふ くらまされ

てい る。

次 に両親 と兄妹 が森へ 向か う途 中で、ヘ ンゼルが立 ち止 まって家 の方 を振 り返 る動作

の反復描 写 につ いて、初版 で は..,balddaraufwiederundimmerwieder(す ぐに また何

度何度 も)、 第7版 で も_undtatdaswiederundimmerwiederと い う表現が加 わ り、動

作の繰 り返 しが よ り強調 されてい る。 そ して、屋根 の上 で さよな らを してい る白い猫 を

見 ていた、 とい うヘ ンゼ ルの言葉 に対 す る母 親の発言 で、 初版 では。eiNarr"(お や 、 ば

か だね)、 第7版 で も,,Narr"と い う呼 びか け語 が入 る会話 文 になっ てい るが 、初稿 には

この呼 びか け語 がな くこれに代 わって_:gehnurfort,...(さ っ さ と歩 きな)と い う命令

文 が入 っ てい る。 また、 この母 親 の発 話 を は さんで初 稿 で は_heimlichlie13esaber

immereinenvondenweif3enKieselsteinchenfallen.(し か しひそ かに兄 は白い小石 の一・

つ一つ を落 と し続 けてい た)と 、_,andimmerlie13erwiedereinSteinchenfallen.の 二

箇所 で 「小 石 を落 とす」動作 が述べ られてお り、 手書 き原稿 にお いて動作説 明を繰 り返

す現象 が見 られる。

皿

さて両親 と兄妹 が森 の真ん 中に到着 し初稿 で父親 がDamachtederVatereingrol3es

Feueran,一.と 大 きな焚火 をお こす動作 が平 叙文 で説明 され る個 所 につい て、初版 、第

7版 では。nunsammeltHolz,._"(薪 を 集め ておいで)、HanselandGreteltrugenReisig

zusammen,einenkleinenBerghoch(ヘ ンゼ ル とグ レー テル は小枝 を集めて、小 さな山

の ように積 み上 げた)の ように、「薪 を集 め ろ」 とい う会話文 に よる子供 たちへ の命令

指示 と、薪点火 までの具体 的動作が 追加 説明 されてい る。 また、子供 たち を焚火 のそ ば

に寝 かせ て置 き去 りにす る両 親の 口実 として述 べ られ るのは、初 稿 では_Holzsuchen

(木 を探 して くるか ら)、 初版 では_dasHolzfallen(木 を切 り倒 して くるか ら)、 第7版

で は_hauenHolz(木 を切 って くるか ら)と な り、 それぞれ に異 なった表現が用 い られ

てい る。

焚火 のそ ばで待 つヘ ンゼル とグ レーテルの もとに両親 は戻 って こなか った、 とい う初

稿、初版 での平板 な記述 の代 わ りに第7版 で は、 父親が近 くで木 を切 ってい る斧 の音 と

思 わせ てい た ものが実 は_eswareinAst,deneraneinendiirrenBaumgebunndenhatte

unddenderWindhinundherschlug.(そ れ は父親が枯 れ木 に縛 り付 けた大枝 で、風が

その枝 をあ ちこちにぶつ けてい たのだった)と い う独 特 の記 述が挿入 され、 これが子捨

ての行動 に現実 味 を与 えてい るもの と思われ る。 また、第7版 で は_undalsderMittag

kam(そ してお昼 にな った時)や 初版 のWieesnunfinstereNachtwurde(い よい よ真 っ
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暗 な夜 にな ると)と い った説 明が物語 の進 行 に合 わせて挿入 されてお り、 こういった記

述 の追加 には時 間の経 過 を実感 させ る効果 があ る もの と思 われ る。

さて両 親 の迎 えが ない ま ま夜 にな り、泣 き出 した グ レー テル につ いて初 稿 で はdas

Briiderchentrostetees...(兄 は 妹 を慰 めた)と い う平叙文 で簡 潔 に表現 してい るのに対

し、初版 では。wartnureinWeilchen,bisderMondaufgegangenist"(月 が 昇 るまで もう

少 しだけ待つ んだ よ)、 第7版 で は,,WartnureinWeilchen,bisderMondaufgegangen

ist,dannwollenwirdenWegschonfinden."(月 が 昇る まで もう少 し待 つんだ よ。 そ した

ら道 は きっ と見つ け られ るさ)の ように慰 め る行為 が具体 的な会話文 の形式で表現 し直

され てい る。 そ して月が昇 る表現 について は、初稿 で はDaschienderMond,...(そ の

時、月が輝 いて)と い う状態 の表現 となってい るが、初版 ではUndalsderMondaufge-

gangenwar,...(そ して月が昇 る と)、 第7版 ではUndalsdervolleMondaufgestiegen

war,...(そ して満 月が昇 ると)と い うよ うに、月が 昇って行 く動 きが表現 され、 また第

7版 ではvol1(丸 い)と い う月 を説 明す る形容詞 が追加 挿入 され具体 的 な描 写が な され

るなど、 月が昇 る表現 が初稿 、初版、 第7版 で それぞれ異 なってい る。 さらに、 月の光

に よって照 ら し出 され る白い小 石 に対 して初版、 第7版 で はwieneugeschlageneBatzen

(真新 しい銀貨 の ように)と い う比喩 表現が追加 挿入 され視 覚的 な描 写が なされてい る。

次 に初稿 で はヘ ンゼル とグ レーテ ルが帰 り着 いた家 を単 にdasHausと の み表現 してい

るが、初 版、第7版 で はbeiihresVatersHaus(お 父 さんの家)とihresVatersが 追加 さ

れ、父親 の もとへ帰 る とい うことが強調 されて いる。子供 たちが帰 って きた こ とに喜ぶ

父親 に対 して母 親 に関す る記 述 で、初稿 で はaberdieMutterwarbos.(し か し母 親 は

怒 っていた)と そ の ままの本心 が記述 されてい るが、初版 では_,dieMutterstelltesich

auch,alswennsiesichfreute,heimlichaberwarsiebos.(母 親 も嬉 しそ うなふ りを して

いたが、 内心で は怒 ってい た)と な り、母 親の心理 が よ り詳 し く具体 的に表現 されてい

る。

さて どうにか家 に帰 るこ とがで きた兄妹 で はあったが、 その後初稿、 初版で はそれぞ

れBalddarnachhattensiewiederkeinBrod(そ の 後す ぐに またパ ンが な くなって しまっ

た)、Nichtlangedarnach,warwiederkeinBrodimHause(そ の 後 間 もな く、 またパ ン

が家 に な くな って しまった)と 述 べ られ てお り、 さ らに これが第7版 で はNichtlange

danachwarwiederNotinallenEcken,...(そ の後 間 もな くまた 国中が困窮状態 に陥 った)

と記述 され、個人 の家庭 の窮状 だけで はな く、 当時の社会全体 の状況 とい う視点 か らの

描 写が な されてい る。
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

再 び夜 に母親 が父親 に子捨 ての相談 を持 ちかける話 を初稿 で は兄 だけが、初版 と第7

版 で は兄妹二人 が聞 くこ とに なるのだが、 この内容 を初稿 では母親 か ら父親へ の要求 と

して間接 話法 で_,wiedieMutterzudemVatersagte,ersolledieKinderhinausinden

grol3enWaldbringen(母 親 は、 父親が 子供 たち を大 きな森 の中へ連 れ 出す よ うに と父

親 に言 った)と い う ように記述 され、初 版 では。_,dumuf3tsiemorgentieferinden

Waldfiihren,da13sienichtwiederheimkommenkonnen,..."(お ま えさんが明 日子供 た ち

を森 の さらに深 くへ 連れ て行 って、二 度 と帰 って こられ ない ように してお くれ)と 直接

話法 の 強 い調子 で夫 に指 示 して い るが、 第7版 で は前 回 と同様 に直接 話法 で,,_,wir

wollensietieferindenWaldhineinfiihren,damitsiedenWegnichtwiederherausfin-

den"(私 た ちが子 供た ちを森 の さ らに深 くへ連 れ込んで、 二度 と帰 り道 を見つ け られ な

い ように し よう)と 、 妻か らの夫 へ の要求 で は な く自分 た ち二人 で行 う勧 誘 の表現 に

なってい る。 これに対 して、再 び子供 を捨て なければ な らない とい う状 況 に置 かれた父

親の心情 が次 の ように述べ られて いる。初版:_,undergedachte,eswaredochbesser,

wenndudenletztenBissenmitdeinenKinderntheiltest(夫 は、 自分 がパ ンの最 後の一

口 を も 自分 の 子 供 た ち と分 け合 う な ら、 そ の 方 が ま しだ と思 っ た)、 第7版:er

dachte:,,Eswarebesser,da13dudenletztenBissenmitdeinenKindernteiltest"(夫 は 、

自分 がパ ンの最後 の一 口 をも自分の子供 た ち と分 け合 う方 が ま しだ と思 った)と な り、

自分 に対 してそ れぞれdu(お ま えが)、dein(お ま えの)が 用 い られて いる。 また第7

版 で は、WerAsagt,mu13auchBsagen(Aを い う人 はBも 言 わね ばな らぬ 二乗 りか

か った舟)と い うことわざでの表現 も追加挿入 されてい る。

再 び捨 て られる ことを聞いたヘ ンゼル は前 回 と同様 に小石 を拾 うため に外へ 出 ようと

す るが 、今度 は母 親 によって戸 に鍵 をかけ られて しまう。 この と きヘ ンゼル は、初 稿 で

は...,dafingdasBruderchenantraurigzuwerden,undkonntedasSchwesterchennicht

trosten.(そ の とき兄 は悲 し くなって しまい、妹 を慰 め る ことがで きなか った)と 悲観

的 な態 度で表現 されてい るが、 これが初 版で はDochtrosteteerdieGretelandsprach:

。schlafnur,liebGretel,derliebeGottwirdunsschonhelfen."(し か しヘ ンゼ ルは グレー

テ ル を慰 めて言 った。 「さあお休 み、 グ レー テル。神様 が きっ とぼ くた ちを助 けて下 さ

る よ」)と な り、 また第7版 で もAberertrosteteseinSchwesterchenundsprach:

,,Weinenicht,Gretel,undschlafnurruhig,derliebeGottwirdunsschonhelfen."(し か し

ヘ ンゼ ルは グ レーテ ルを慰 めて言 っ た。 「泣 か ないで、 グ レー テル。 さあ もうお休 み。

神様 が きっ とぼ くた ちを助 けて下 さる よ」)と い うよ うに、初稿 と初 版、 第7版 とでヘ

ンゼ ルの振 る舞 いが正反対 に描か れてい る。初版 、第7版 ではヘ ンゼルの発話 中 に 「神

様が助 けて下 さる」 とい う表 現が あ り、derliebeGott(親 愛 なる神)の 存在 とい うキ リ

ス ト教 的影響が ヘ ンゼ ルを初稿 とは逆 の積極 的な振 る舞 いへ 導い た と見 るこ ともで きよ
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う。

早朝 にヘ ンゼ ル とグ レー テルは起 こ され、パ ンを もらって また森へ 向か うこ とにな る

の だが 、 この パ ンにつ いて初 稿 で はeinStiickleinBrot(小 さ なパ ン)、 初 版 で はein

StuckleinBrod,nochkleineralsdasvorigemal(前 よ りずっ と小 さなパ ン)、 第7版 で は

einStuckchenBrot,daswarabernochkleineralsdasvorigemal(小 さ なパ ンだが、 前 よ

りもず っ と小 さか った)と 、後 の版で は描 写が細 か くなってい る。 また南部で行 われて

い た初 稿、初 版 に見 られ る縮 小接尾 辞leinが 第7版 で は中部 の語 法一chenに 置 き換 え ら

れて いる。

さてヘ ンゼル は、 もらったパ ンをポケ ッ トの 中で細 か くち ぎ り、屋根 の上で 自分 に さ

よな らを してい るハ トを振 り返って見 てい るんだ、 と言い なが らち ぎったパ ンのかけ ら

を地 面 に まきつ つ両 親、 妹 と共 に森へ入 って行 くの だが、 さて その後 初稿 で はAlssie

mittenindengrol3enWaldgekommen(彼 らが大 きな森の真 ん中 にや って きた時)と 記

述 され ている部分が 、初版 ではDieMutteraberfuhrtesienochdeferindenWaldhinein,

...(母 親 が子 供 たち を森 の さ らに深 くへ と連 れて入 っ て行 った)、 第7版 で はDieFrau

fuhrtedieKindernochtieferindenWald,...(妻 が 子 供た ちを森 の さ らに深 くへ と連 れて

入 って行 った)と 変 化 し、 子捨 ての主体 が母 親(妻)で あ る ことが ここで明瞭 に なる。

また初 版、 第7版 で は この大 きな森 の真 ん 中 とい う場 所 に対 して_,wosieihrLebtag

nichtgewesenwaren,...(子 供 たちが一 度 も来 た ことが ない ところ)と い う具体 的な状

況説 明が さらに追加 されて い る。 そ して両 親が迎 えに来 る こ ともな く、 ヘ ンゼル とグ

レー テルは森 の真 ん中に置 き去 りにされ るの だが、 この場面 で初 版 にはderMittagver-

gingandderAbendverging,...(昼 が 過 ぎ、 夕方 も過 ぎて行 った)、 第7版 に も_,und

derAbendverging,...(そ して夕方 が過 ぎて行 った)、 さ らにSieerwachtenerstinder

finsternNacht,...(彼 ら は真 っ暗 な夜 になってや っ と目が 覚めた)と い う ような、初 稿

に はない時間の経過 を意識 させ る記述が 追加 挿入 されてい る。

ヘ ンゼ ル は道 に まいて きたパ ン くず を月 の光 を頼 りに探 そ うとす るが 、 初稿 に は

AberdieVogleinhattendieBrodkrumchenaufgefrel3enandsiekonntendenWegnicht

且nden.と あ り、小鳥 たちがパ ンくず を残 らず食べ て しまったため に帰 り道が見つ か らな

か った と記 述 され てい る。つ ま り、小鳥 の行動が物 語の展 開の きっか け を作 っているの

だが、 こ こで出 て くる小 鳥 について初版 ではdievieltausendVogleinindemWald(森 の

何 千 もの小 鳥た ち)、 第7版 で はdievieltausendVoglein,dieimWaldeundimFelde

umherfliegen(森 や 畑 を飛 び回って いる何 千 もの小鳥 たち)と い うように小 鳥 に関 して

詳 しい記述 が見 られ、 ここで小 鳥 とい う存 在が特 に印象付 け られて いる ように思 われ る。

また、帰 り道 を見失 ったヘ ンゼル とグ レーテ ルについて、初稿 で は二 人が深い森 で迷 っ

て しまった とい うことしか触 れ られ ていないが、初 版、第7版 で は2日 間森の 中を さま
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

よ い 歩 き 、 さ ら に...sohungrig,dennsiehattennichtszuessen,alseinpaarkleine

Beerlein,dieaufderErdestanden.(二 人 は と て も 空 腹 で あ っ た 。 と い う の も地 面 に 生 え

て い る い くつ か の 小 さ な い ち ご 以 外 に は 何 も 食 べ る も の が な か っ た か ら だ)と い う 記 述

や 、 さ ら に 第7版 で はUndweilsiesomudewaren,da13dieBeinesienichtmehrtragen

wollten,solegtensiesichuntereinenBaumandschliefenein.(そ し て 二 人 は 疲 れ 果 て て

い た の で 立 っ て い ら れ ず 、 木 の 下 へ 横 に な り 眠 り 込 ん だ)と い っ た 描 写 も あ り 、 森 の 中

で 迷 い 苦 し ん で い た 二 人 の 状 況 が 初 稿 よ りか な り 具 体 的 に 説 明 さ れ て い る 。

V

森 で迷 ったヘ ンゼ ル とグ レーテル は初 稿、 初版 では3日 目に小 さな家 の前 に出 るが、

第7版 で は ここに至 る途 中に さ らに、 二人が 雪の ように 白 く美 しい小 鳥(einschones

schneeweil3esVoglein)を 見 つ け、 またその美 しい鳴 き声 に耳 を傾 けた後、_,schwang

esseineFlugelandflogvorihnenher,andsieBingenihmnach,bissiezueinem

Hauschengelangten,一.(小 鳥 は羽 ば た きを して二人 の前 を飛 んで行 き、 そ して二 人 は

あ る小 さな家 にた ど り着 くまでそ の鳥の後 をつ いて歩い た)と い う記 述が追加 されて い

る。 ここで も物語 が新 しい局 面 に入 るポイ ン トにVoglein(小 鳥)が 登 場 し、霊性 を も

つ とされ るこの存在 が物語 を導 く役割 を担 っている と言 えそ うで ある。

さてヘ ンゼ ル とグ レー テル が遭 遇す る小 さ な家 に関す る描 写 につ い て、初 稿 で は、

einH加schen,daswarausBrodgemacht,dasDachwarmitKuchengedecktunddie

FenstervonZucker、 初 版 ではeinHauslein,daswarganzausBrodgebautundwarmit

Kuchengedeckt,unddieFensterwarenvonhellemZucker、 そ して第7版 で は_,dad

dasHausleinausBrotgebautwarandmitKuchengedeckt;aberdieFensterwarenvon

hellemZuckerと な り、パ ンで建 て られ た家 、 ケー キで覆わ れた屋根 、砂糖(初 版 、第

7版 では 白い砂糖)で で きた窓、 とい うように どの版で も共通 して具体 的 に記述 され て

い る。 また、StUcklein-Stiickchen、Hauslein-Hauschenな どで縮小接 尾辞 の一leinと一chen

が どの版 にお いて も併用 されてお り、 中 ・南部 の表現の 問で揺 れが生 じてい る。 次 にヘ

ンゼ ルが この お菓 子の家 の屋根 を食べ 、 グレーテルが窓 を食べ る とい う描写 を、初稿 で

は平叙 文だ けで、初版、 第7版 で は平叙 文で の説 明 に加 えて二人 の会話文の形式 で表現

されてい るが 、第7版 で はさ らにHanselreichteindieHoheandBrachsicheinwenig

vomDachab,umzuversuchen,wieesschmeckte,...(ヘ ン ゼルは上の方へ 手 を伸 ば し、

どんな味がす るのか を試 してみ るために屋根 を少 しも ぎ取 った)と い うヘ ンゼルの慎重

な行動 までが描写 され てお り表現 に具体 性が増 してい る。 その時、家 を食べ てい る二人

に対 して,,_,werknupertanmeinemHauschen?"(私 の 家 をか じるのは誰 だい)と 家
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の 中 か ら声 が掛 け られ、 この声 に初稿 と初 版で は二 人が大層驚 くの だが、第7版 でだけ

は この問い に対 して驚 くこ とな く,,DerWind,derWind,dashimmlischeKind"(風 だ 、

風 だ、天 の子だ)と い う、ヘ ンゼル とグ レー テルの した たか さを感 じさせ るような言い

訳 が返 され る。 また ここで はhimmlisch(天 国 の)と い う語 に よってキ リス ト教 的印象
らラ

も与 え られてい る。

続 いて家 の中か ら一人の女性 が現れ るのだが、 第7版 で は この時 になって初 めてヘ ン

ゼル とグ レーテ ルは この女性 の姿 を見 て驚 くこ とにな る。 さて ここで登場 す る女性 につ

い て初 稿 ではeinekleinealteFrau(小 さ な老婆)、 初 版で はeinekleinesteinalteFrau

(小 さな ひ どく年 老い た老 婆)、 第7版 ではeinesteinalteFrau(ひ ど く年 老いた老婆)と

それ ぞれ描 写 されて い るが 、初版 と第7版 で記述 され てい るsteinaltと い う語 は直訳 す

ると 「石 の ように年 老い た」 とな り、 これ は 「片足 をすで に墓 石 に突 っ込んで いる」 と
　ラ

い う意味 とされ ている。つ ま り後の版 では初稿 にはなか った侮 蔑的 な意 味が付加 されて

い るこ とになる。 また戸 口か ら出て くる この老 婆 に関 して、初稿 では単 に_kam_her-

aus(出 て きた)だ け の描写 で あ る ところが、 初版 で はschleichen(這 う)、 第7版 で

は_sichaufeineKriickestiitzte(松 葉 杖 にすが り)、_kamherausgeschlichen(這 い 出

て きた)と な り、 さらに初版、 第7版 では_wackeltemitdemKopf...(頭 を ぐらぐらさ

せ て)と い う描写 も加 わ り、 この老婆 について独特 の不気味 さが表現 されてい る。

さてお菓子の家 に導 き入 れ られ たヘ ンゼ ル とグ レーテル に対 して初稿 ではgutese13en

(ご ち そ う)、einschonesBett(き れ い なベ ッ ド)が 提供 されるが、 これが初 版(第7

版 で もほぼ同 じ表現)で はMilchundPfannkuchenmitZucker,AepfelundNUsse(ミ ル

クに砂糖 のか か っ たパ ンケー キ、 リンゴ に くるみ)、 さ らに第7版 で はzweischone

Bettleinwei13gedeckt(白 い シー ツがか け られた二 つの素敵 なか わいいベ ッ ド)と 寝 床

の清潔 さ も強調 され、 この よ うに詳 しく具 体的 な描 写が付 け加 えられてい る。 また、初

稿 には述べ られ ていないが初版 、第7版 では_meinten,siewarenimHimmel(二 人 は ま

るで天 国 にい るよ うに思 った)と い う ようにHimmel(天 国)と い う語 が現 れ、 こ こで

もキ リス ト教 的背景 を連想 させ る表現が用 い られてい る。

お菓子 の家 に住 む老婆 につ いて初稿 ではそれ以上 の説明 は記 述 されてい ないが、 初版

(第7版 もほぼ同 じ内容)で はDieAlteaberwareineboseHexe,dielauertedenKindern

auf,undhatteumsiezulockenihrBroth加sleingebaut,...(し か しその老婆 は悪 い魔 女

で、子供 たち を待 ち伏 せ し、 おび き寄せ るため にパ ンの家 を建 て たのだった)と 、 この
　　

老婆が邪悪な魔女であることが明確に述べ られてお り、さらにその具体的な行動 として
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

「子供を捕 まえ、殺 し、料理 して食べ る」 とい う説明が初版、第7版 には追加されてい
　ラ

る。 そ して第7版 にのみDieHexenhabenroteAugenandkonnennichtweftwhen,aber

siehabeneinefeineWitterung,wiedieTiere,...(魔 女 は赤 い 目を してお り遠 くを見 るこ

とはで きないが 、動物の ように鋭 い嗅覚 をもってい る)と い う記述 まであ り、魔 女 を危

険 な動物 で あるかの ように描 写す る部分が挿入 されてい る。 初稿 で描 かれた老婆 の姿が、

第7版 に至 っては明確 に悪 のイ メージを伴 った存在 と して表現 され ている。

そ して翌朝 になる と魔女 の態度 は豹 変 し、ヘ ンゼル を食べ 頃 になる まで太 らせ るた め

に家 畜小屋 に閉 じ込 めるが、初 稿 にのみ_,dassollteeinSchweinchenseyn,...(そ れ

(兄)は 豚 と して)と い う記 述が あ り、初 版、 第7版 では削 除 され てい る。 これ に対 し

て 閉 じ込め られたヘ ンゼ ルについ て初 版で は、_,warervoneinemGitterumschlossen,

wiemanjungeHuhnleineinsperrt,undkonntenureinpaarSchrittegehen.(ヘ ンゼル は

閉 じ込 め られ た若 い鶏の ように格子 に囲 まれ ていて、そ して2、3歩 しか歩 くことが で

きなかった)と い う具体 的な描 写が あ り、 また第7版 で は_;ermochteschreien,wieer

wollte,eshalfihmnichts.(ヘ ンゼ ルがい くら叫 ぼ うと も何 の役 に も立た なか った)と い

う悲 観的 な表現 が こ こには見 られ る。 次 に初 稿 では_,unddasSchwesterchenmul3te

ihmWa13erbringen,...(そ して妹 はヘ ンゼ ルに水 を持 って行 か なければ な らなか った)

と平叙 文 で述べ られ てい る部分が 、初 版で は...:stehauf,duFaullenzerin,holWasser

andgehindieKiicheandkochgutzuessen,_、 第7版 で もStehauf,Faulenzerin,trag

WasserundkochdeinemBruderetwasGutes,...(起 きろ、 この怠 け者、水 を運 んで、

そ してお前の兄 さん に何 かおい しい もの を作 るんだ)と い うように、使 用 されてい る語

や綴 りに は若干 の違いが見 られ る ものの、 ほぼ同内容の直接 話法 の会 話表現 に書 き換 え

られて お り、 よ り具 体 的な表現 が用 い られ てい る。 また、初 版、 第7版 で だけ_,und

wannerfettist,dannwillichihnessen,...[第7版:。Wennerfettist,sowillichihn

essen"](あ い つ が太 れ ば食 ってや る)と い う 目的が 明確 に述 べ られ る。 さ らに こう

い った老婆の言 葉に グ レーテ ルは泣 き出すが、 第7版 にだ け_,abereswarallesverge-

blich,...(し か し何 を して も無駄 だった)と い う悲観 的表現が こ こに も現 れる。

さて どの版 に も、ヘ ンゼル には太 らせ るた めに ごちそ うが出 されるが グ レーテル には

Krebsschalen(ザ リ ガニの殻)し か与 え られ ない と述 べ られてお り、男 の子 と女 の子 で

大 きな違 いが見 られ るが、 この理 由 として初稿 にだけ_,weilesnichtfettwerdensollte.

(妹 は太 って はい けなか ったか らだ)と い う説 明が添 え られ てい る。 次 に、様子 を見 に

きた老婆 に対 してヘ ンゼル は、 自分 の指 を出す代 わ りにいつ も小 さな骨 を差 し出 して、

まだ太 っては いない と老婆 に思 わせ るのだが、 これ に対す る老婆 の反応 が初稿:_,es

dauertelanger.(ま だ さらに時間が かか るだ ろう)、 初 版:_,daverwundertesiesich,

dad_,、 第7版:_,undverwundertesich,dad...(そ の ことに驚 いた)と い うよ うに、
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初 稿 と、初 版、第7版 とで反応 が異 なってい る。

い よい よヘ ンゼル を食 べ て しま うとい う段 階に至 って、初 稿 では_,wirwollendein

Bruderchenschlachtenandsieden,_,初 版 では。_,morgenwillichesschlachtenund

sieden,_"、 第7版 では,,_,morgenwillichihnschlachtenundkochen."と な り、 いずれ

に して も明 日ヘ ンゼル を殺 して煮て しま うとい う計 画が語 られ るの だが、初稿 でだけ主

語 がwir(私 た ち)と なって お りグ レーテ ル を も含 めた複 数 の主語 で表現 され てい る。

そ してこ うい った危機 的状況 を初版で は_,andweinteblutigeThranen,...(そ して(グ

レー テル は)血 の涙 を流 して泣 いた)、 第7版 では_,andwieflossenihmdieTranen

uberdieBackenherunter!(い か に涙が グ レー テルの頬 を伝 って流 れ たこ とか)と 描 写

して いるが、 こ ういった表現 は初稿 には見 られ ない。そ して嘆 き悲 しむグ レー テルに対

して 第7版 で は老 婆が。eshilftdirallesnichts"(何 を して も何 の役 にも立 た ない よ)と

ここで も絶 望 的 な言 葉 をか け るが 、 こ う したあ きらめの表 現 に対応 す る ように初版 で

は_dulieberGott,hilfunsarmenKindernausderNoth.(神 様 、私 たち哀れ な子供 をこ

の苦 しみか らお救 い下 さい)、 第7版 で も。LieberGott,hilfunsdoch"(神 様 、 ど うか私

た ちを助 けて下 さい)と い う神 への祈 りが挿入 され、 ここに もキ リス ト教 的要素 が織 り

込 まれ ている こ とが わか る。

次 に、ヘ ンゼ ルを食べ る前 にパ ン焼 き釜 でグ レーテル を も焼 き殺 そ う とす る場 面で、

グレーテル を釜 の中へお び き寄せ る口実 と して初稿 で は_,sieh,obdasBrotbaldfertig

ist;(パ ンが も うす ぐ焼 き上 が るか ど うか見 てお くれ)、 初 版 で は。guckhinein,obdas

Brodschonhubschbrawnundgarist,...(パ ンがい い色 に焼 き上が ってい るか どうか 、

中 をのぞ いてお くれ)と 述 べ られ てい るが 、第7版 で は。undsiehzu,obrechteinge-

heiztist,damitwirdasBrothineinschiel3enkonnen."(パ ン を押 し入れ るのに十分(釜 が)

熱 くなってい るか どうか見 てお くれ)と な ってお り、つ ま り初稿 と初版 で は釜 の中のパ

ンが焼 き終 わ る時点 を、第7版 で はこれか らパ ンを釜の 中に入れて焼 き始め る時 点 をそ

れぞ れ捉 えて 口実 としてい る、 とい う変 更点 が ある。 そ して初稿:_;siewollteaber

dasSchwesterchendarinla13enandbraten.(老 婆 は しか し妹 をその 中に残 して焼 いて し

まうつ も りだ った)、 初 版:...undGretelsollteindemheil3enOfenbacken,undsie

wollteesauchaufessen:...(グ レーテル を熱 い釜の 中で焼い て、 グレーテル を も食べ て

しまうつ も りだ った)、 第7版:_,undGretelsolltedarinbraten,unddannwolltesie's

auchaufessen.(グ レー テル をそ の中で焼 いて、 そ して グレーテル を も食べ て しま うつ

も りだった)の よ うに、初版 と第7版 では グレーテル を焼 いて しまうだけで はな く食べ

るとい う目的が追加 され ている。 なお、初稿 と第7版 で は老婆 の このた くらみ にグ レー

テ ルが 自 ら気付 くが、初 版 のみでGottgabesaberGretelein(し か し神 様 がそ れを グ

レー テルに教 えて下 さった)と い う表現 でキ リス ト教 的基盤 が示 され ている。
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「グ リム 童話 集 』 初 稿 、初 版 、 第7版 にお け る 「ヘ ンゼ ル と グ レー テ ル」 の 変化 につ い て

さて、釜の 中の様 子 を見 る ように命 じられ たグ レー テルは_:ichverstehdasnicht,...

(私 に はそ れがわか らない)(初 稿)、 。ichwei13nicht,wieichdasanfangensoll"(そ れ を

ど うや って 始 め れ ばい い のか 私 は わか らな い)(初 版)、 。lchwei13nicht,wieich's

machensoll;_"(そ れ は どうす れば いいのか私 に はわか らない)(第7版)と どの版 で

も同様 に答 えて老 婆 に手本 を示す よ う依 頼 し、老 婆 を釜 の中 に突 き飛 ば して焼 き殺 す と
　ラ

い う積 極 的行動 に出 る。 さて 釜の 中で焼 け死 ぬ老婆 の様 子 に関 して、初稿 で は_,und

dieHexeverbrannte.(そ し て魔 女 は焼 け死 ん だ)と のみ簡潔 に記 されて お り、 そ して

初稿 では この一箇所 にの みdieHexe(魔 女)と い う語が用 い られ ている。 これに対 して

初版 では_,DafingdieAlteanindemheif3enBackofenzuschreienandzujammern,_,

andsiemul3teelendiglichverbrennen.(そ の 時老 婆 は熱 いパ ン焼 き釜の中で叫 び声 を上

げ、 泣 き始 め た。...そ して哀 れに焼 け死 なねば な らなかった)、 第7版 で はdafingsie

anzuheulen,ganzgrauselig;_,anddiegottloseHexemul3teelendiglichverbrennen.(そ

の 時彼 女 はおぞ ま しい声 で泣 きわめ き出 した。_そ して罪 深い魔女 は哀 れに焼 け死 なね

ばな らなか った)と な り、初 版 と第7版 で は悪 い魔 女 としての老婆 の最後が生 々 しい表

現 で描 かれ て い る。 なお、 この場 面 で初 版 だ けはdieHexe(魔 女)で はな くdieAlte

(老 婆)が 主語 に用 い られ てい る。 その後 グ レーテ ルに よって家畜小屋 か ら解放 され た

ヘ ンゼル を第7版 で は_,wieeinVogelausdemKafig,...(ま るでか ごか ら出された鳥 の

よ う)と 表現 してお り、 ここで もVogelと い う語 が物語 の転換 点 を表 す シ ンボ ルの よう

に用 い られて いる。

皿

魔女 の家 にあった多 くの宝 石や真珠 を持 ってヘ ンゼ ル とグ レー テルが家 に帰 り着 く場

面で の描 写で、初稿 で は...andbrachtensieihremVater,...(そ れ ら(の 宝石)を 父の も

とへ持 って行 った)と 事 実 関係 だ けが述べ られ、 初版 で はDerVaterfreutesichalser

siewiedersah,erhattekeinenvergnugtenTaggehabt,seitseineKinderfortwaren,...

(父 は子供 たち と再会 した とき喜 んだ。子 供 たちが いな くなってか ら楽 しい 日は一 日 も

なか ったか らだ)、 そ して第7版 ではDerMannhattekeinefroheStundegehabt,seitdem

erdieKinderimWaldegelassenhatte,...(夫 は子 供た ちを森 に置 き去 りに してか ら、一

時 も楽 し く過 ご した時 間が なか った)と い うよ うに これ らの記 述 か ら、 ヘ ンゼ ル とグ

レー テルが帰 り着 く対象が家 とい う よりも父親 であ るこ と、 また この父親が好 意的 に描

かれ てい るこ とがわか る。 これ に対 して母親 の方 は初稿、初 版で_;dieMutteraberwar

gestorben.(し か し母親 は死 んでい た)(第7版 で はdieFrau「 妻 」)と 述べ られ、 父親

とは対照 的 な描 かれ方が されてい る。
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さ て 、兄妹が持 ち帰 った宝石 に よって初稿、初 版 では父親がeinreicherMann(お 金

持 ち)に なった、 と記 され るてい るが、 第7版 ではDahattenalleSorgeneinEnde,und

sielebteninTauterFreudezusammen.(そ し てすべ ての心配事 はな くな り、彼 らは一緒

に とて も楽 し く暮 らした)と 述 べ られ てい る。初稿 と初版 では物語 の最 後 に 「母 親が亡

くなっていた」 とい う記述が添 え られ るが、第7版 で は子供 たちが戻 って喜ぶ父 親の描

写の直後 に母親の死 が記述 されてお り、子 捨 てを企てた悪 い母 親の死 と子供 たちの帰還、

そ して持 ち帰 った宝石 による貧 困の解消 をもってDahattenalleSorgeneinEndeと い う

表現が成 り立 っている ように思 われ る。

なお 第7版 には、 ヘ ンゼ ル とグ レーテルが森 か ら逃げ帰 る際 に大 きな川 に遭遇 し、一・

人ずつ順 番に 白いカモの背 中に乗せ て もらって川 を渡 る とい う挿話 と、最後 に物語 の世
　　ラ

界か ら現実の世界へ と読者をいざなう語 りかけの部分が付け加 えられているが、これら

は全 く別のエピソー ドであるため初稿、初版との比較の対象外 とした。

注:

1)...furseineFrauandseinezweiKinder,HanselandGretel.

2)第7版 で は さ らに こ の 不 安 を 夫 の 具 体 的 な発 言 と して 直 接 話 法 で 表 現 。 。Wassollausuns

werdenP._"(私 た ち は ど う な る の だ ろ うか)こ れ に対 す る 返 事 と して 妻 か ら子 捨 て の 提 案

が 述 べ られ る 。

3)初 版:_,daskannichnichtfibermeinHerzbringen,_、 第7版:_;wiesollt'ich'sUbers

Herzbringen,_。 「辛 くて そ ん な こ とは で き な い 」 と い う慣 用 表 現 。

4)Schwestereben:Schwesterchenの 誤 植 と思 わ れ る 語 が こ の 場 面 に 一 箇 所 見 られ る 。

5)こ の 返 事 の 後 、 ヘ ンゼ ル は さ ら に 屋 根 を ご っ そ り は が し グ レー テ ル も窓 を む さ ぼ る よ う に

食 べ る 、 とい う描 写 が 第7版 に だ け付 け加 え ら れ て い る 。

6)野 口 芳 子:『 グ リ ム 童 話 と魔 女 』 勤 草 書 房200210頁.

7)第7版 で はDieAltehattesichnursofreundlichangegstellt,...(そ の 老 婆 は 親 切 そ う な ふ り

を して い た だ け で 、_)と い う 、 魔 女 の狡 猜 さ を示 す 記 述 もあ る 。

8)赤 い 魔 女 の 目 は 悪 魔 の 姿 と し て 描 か れ る ヤ ギ の 赤 い 目 と 関 連 す る 、 と い う指 摘 も あ る 。

(野 口 芳 子:前 掲 書11頁)

9)依 存 す る だ け の 子 供 で あ っ た グ レー テ ル が 幼 年 期 を 脱 し、 主 体 性 を持 っ た 大 人 へ の 一 段 階

を 上 が る 物 語 とす る解 釈 も あ る 。(ブ ル ー ノ ・ベ ッテ ル ハ イ ム:「 昔 話 の 魔 力 』 波 多 野 完

治 ・乾 侑 美 子 訳 評 論 社1978213～222頁)

10)MeinMarchenistaus,dortlaufteineMaus,wersiefangt,darfsicheinegrol3e,grol3e

Pelzkappedarausmachen.(私 の 昔 話 は こ れ で お し ま い 。 そ こ に ネ ズ ミ が 走 っ て る 。 そ れ

を 捕 ま え た 人 は 、 そ の 毛 皮 か ら大 き な 大 き な 毛 皮 の 帽 子 を 作 っ て も い い よ 。)物 語 全 体 が

過 去 時 制 を基 本 に 書 き進 め られ 、 最 後 の こ の 文 章 で 現 在 時 制 に 変 わ る こ と に よ り、 現 実 と

の 関 連 付 け が 行 わ れ て い る もの と思 わ れ る 。
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